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１ 動機 

 私は５年生からミミズの性質について調べている。そして、ミミズが地中を耕していることや、

そのフンには、植物にとって栄養があることをつきとめた。しかしこのようにフンに植物の生長を

助ける栄養があるのはミミズだけなのだろうか？不思議に思い飼い犬を観察してみると、犬が排泄

した後は、植物は枯れてしまっていた。ところが１か月ほどしてからその場所を見ると雑草が生い

茂っていた。ミミズと他の生物では植物への影響が違うのかもしれない。そこでいろいろな生物と

ミミズのフンの違いを調べてみることにした。 

 

２ 探究 

(１) いろいろな生物のフンに違いはあるのだろうか？ 

ア 方法 

庭にいる生き物や飼育している生き物のフンを採集し、虫眼鏡で観察し記録する。 

   イ 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 考察 

種の異なる生き物のフンを比べると、色や形状、臭いなどがそれぞれ異なっていて、

その生物固有の情報を知ることができる本のようだと分かる。この観察から、いろいろ

な生物のフンはそれぞれの特徴を持っているが、特にミミズだけが持っている特徴があ

った。それはミミズのフンは、ほとんどが土でできており、細かい土の団粒構造をして

いる点だ。つまり他の生き物のように未消化の有機物がほとんど混ざっていない。これ

が植物の生育によい影響を与えているのかもしれない。 



(２) いろいろな生物のフンで二十日大根を育てたら違いはでるか 

  ア 方法 

     ミミズ・ミルワーム（爬虫類のエサ用として売られている甲虫の幼虫）・ツバメ・ハム

スターのフンに赤玉土を混ぜて（量を増やすため）ガラスの容器に入れ、二十日大根の

種を植える。 

   イ 結果 

 

・ 赤玉土から２日後に発芽。ゆっく

り生長する。 

・ ミミズのフンからは翌日発芽。す

ごい勢いで生長する。 

・ ミルワーム・ツバメ・ハムスター

のフンからは発芽しなかった。 

 

ウ 考察 

５日間の実験中、ミミズ以外の生物

のフンでは、二十日大根は発芽しなか

った。このことから、ミミズ以外の生

き物のフンには、植物の発芽や生長を

阻害する物質や、菌が含まれているの

かもしれないと思った。そしてミミズ

はそれらを食べることによって無害な

ものに変えているのかもしれない。だ

からミミズのフンの中だけは二十日大

根が発芽して生長するのではないだろ

うか。 

 

 

 

 

 

 

 

(３) ミミズに他の生き物のフンを食べさせてみる 

   ア 方法 

      （２）で二十日大根が発芽しなかった生き物のフンの容器にミミズを入れ、フンを食

べさせる。そしてそのミミズのフンでもう一度二十日大根の種を植えてみる。 

   イ 結果 

それぞれの容器に１匹ずつ入れたミミズが

次の日３匹とも死んでしまい、実験が続け

られなかった。ミミズは他の生き物のフン

の中では生きていけないことが分かった。

植物の生長に適さない土は、ミミズの生息

にも適さないのかもしれない。 



   ウ 考察  

      生き物のフンはそのままでは植物の栄養にならないように、ミミズによって直接分解

されることも難しいようだ。ミミズによって分解される前に、菌や細菌のような微生物

によって分解されていることが必要なのではないかと思った。 

 

(４) フンにいる菌はみんな一緒なのだろうか 

   ア 方法 

      寒天培地（２００mlの水に粉寒天を７ｇ入れ加熱、圧力鍋で滅菌した後、滅菌シャー

レに入れる）にいろいろな生き物のフンや土を置き、生えてくる菌を観察する。 

   イ 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 考察 

      畑の土とミミズのフンは同じような菌が存在した。そしてこれらでは二十日大根が問

題なく成長したので、二十日大根の発芽と生長にこの菌の働きが必要なのだと思った。 

他の生物のフンにもいろいろな菌が存在した。（２）でミルワーム・ツバメ・ハムス

ターのフンでは二十日大根が発芽しないことから、これらの菌が二十日大根の発芽と生

長を阻害していることも考えられる。 

以上からミミズとある種の菌は共生関係にあり、植物の生長を助けているのではない

かと思った。 

 

(５) ミミズのフンの菌と他の生物のフンの菌を一緒に培養したらどうなる？ 

ア 方法 

      一つの寒天培地にミミズのフンを置き、さらに他の生き物のフンや土をそこに置き菌

の生え方を観察する。 



   イ 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 考察 

ミミズのフンから伸びた菌糸が、他の生物のフンから生長した菌を包み込むように広

がり、生長が止まったことから、菌同士がお互いの生長を阻害することが分かった。全

体を通してミミズのフンからの菌の方が生長が早かった。けれどミミズからの菌が相手

の菌が生えているところを侵食している様子はなかったことから、他の菌を殺菌してい

るわけではないようだ。 

 

３ 最後に 

 生き物のフンはそのままでは植物の栄養にはならず、反対に害になってしまう。しかしミミズの

フンだけは植物の発芽や生長を阻害せず、反対にそれを助けている。それはミミズのフンに存在す

る菌の働きによるものだと考えられた。この研究で私は、今まで気付かなかったところで小さな生

物が活動していることを実感し、驚いた。 

 助言してくださった先生方や、実験に理解を示してくれた家族に感謝して、今後も研究を続けた

いと思う。 
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